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工
品
な
ど
の
詰
め
合
わ
せ
を

贈
呈

山
口
政
雄
組
合
長
ら

が

記
念
品
を
手
渡
し
な
が

ら
日
々
の
利
用
に
対
す
る
感

謝
を
伝
え
た
さ
ら
に
Ｊ
Ａ

オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

｢

や
え
の
ち
ゃ
ん｣

と｢

ぴ
ー

な
マ
ン｣

も
駆
け
付
け
来
店

者
と
交
流
を
深
め
た


８
０
０
万
人
目
の
来
店
者

と
な
っ
た

羽
根
の
簑
輪
信

子
さ
ん
は｢

品
質
の
良
い
農

産
物
が
安
く
売
ら
れ
て
い
る

の
で
定
期
的
に
来
て
い
る


プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
え
て
う

れ
し
い｣

と
話
し
た
。

じ
ば
さ
ん
ず
は

日
、
来

店
者
８
０
０
万
人
を
達
成
し

た
。
２
０
０
２
年
の
オ
ー
プ

ン
か
ら
、

年
１
カ
月
で
大

台
を
突
破
。
記
念
の
セ
レ
モ

ニ
ー
を
開
き
、
５
台
の
レ
ジ

を
同
時
に
通
過
し
た
来
店
者

５
人
を
８
０
０
万
人
目
と
し

て
祝
っ
た
。

来
店
者
に
は
記
念
品
と
し

て
、
地
場
産
の
シ
ク
ラ
メ
ン

の
他
、
農
家
が
生
産
し
た
加


野
敏
委
員
長
は
「
冊
子

を
き
っ
か
け
に
、
多
く
の
組

合
員
に
Ｊ
Ａ
や
地
域
の
農
業

へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
え

た
ら
」
と
期
待
を
寄
せ
た
。

い
な
ど
を
載
せ
た
。

委
員
を
務
め
る
戸
川
西
生

産
組
合
の
山
田
文
夫
生
産
組

合
長
ら
が
中
心
に
な
っ
て
編

集
作
業
を
進
め
、
冊
子
を
完

成
さ
せ
た
。

名
高
速
道
路
の
完
成
に
よ
り

多
く
の
人
が
同
地
区
を
訪

れ
、
農
産
物
の
消
費
拡
大
が

期
待
さ
れ
る
こ
と
を
挙
げ
た

上
で
、
次
世
代
に
農
業
の
大

切
さ
を
伝
え
た
い
委
員
の
思

と
と
も
に
移
り
変
わ
っ
て
い

く
北
地
区
の
農
業
の
様
子
な

ど
を
掲
載
し
て
い
る
。

、


の
両
日
の
組
合
員
訪
問
日

で
、
管
内
の
組
合
員
全
戸
に

配
布
す
る
。

冊
子
は
全

ペ

ー
ジ
で
、
メ
イ
ン

は
当
時
を
知
る
管

内
の
農
家

人
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し

た
内
容
だ
。
葉
タ

バ
コ
作
り
や

年

以
上
前
の
北
秦
野

農
協
時
代
の
話
な

ど
を
ま
と
め
た

他
、
農
作
業
に
励

む
農
家
や
女
性
部

活
動
の
写
真
な
ど

を
数
多
く
掲
載
し

た
。最

後
に
、
新
東

冊
子
「
北
の
農
業
・
農
協
を

語
る
」
を
作
成
し
た
。
時
代

北
支
所
運
営
委
員
会
は
Ｊ

Ａ
創
立

周
年
を
記
念
し
、

之
（
平
沢
）

川
芳
之
（
今

泉
）
▽
北
地
区
＝
平
柳
雅
彦

（
羽
根
）
相
原
功
（
菩
提
）

山
口
市
作
（
菩
提
）
▽
西
地

区
＝
北
村
博
（
堀
山
下
）
山

口
明
男
（
堀
西
）
山
本
晴
生

（
千
村
）
稲
毛
久
夫
（
渋

沢
）
▽
上
地
区
＝
和
田
利
一

（
菖
蒲
）
牧
石
米
蔵
（
八

沢
）
高
橋
正
美
（
三
廻
部
）

長
山
正
夫
（
柳
川
）

◇
職
員

▽
橿
原
敏
治
（
営
農
部
営

農
課
農
業
振
興
係
長
）

矢
名
）
清
水
正
夫
（
鶴
巻

南
）
▽
本
町
地
区
＝
草
山
茂

夫
（
本
町
）
三
武
清
（
元

町
）
遠
藤
修
（
曽
屋
）
▽
東

地
区
＝
湯
山
正
計
（
蓑
毛
）

大
津
雅
美
（
東
田
原
）
加
藤

光
（
西
田
原
）
▽
南
地
区
＝

草
山
一
之
（
平
沢
）
山
口
雅

穀
物
を
神
前

に
奉
納
す
る

も
の
。
Ｊ
Ａ

は
だ
の
や
Ｊ

Ａ

い

せ

は

ら
、
Ｊ
Ａ
湘

南
管
内
の
組

合
員
ら
２
０

０
人
以
上
が

参
列
し
た
。

新
穀
感
謝

祭
で
は
、
厳

か
に
神
事
が

執
り
行
わ
れ

た
他
、
篤
農

家
と
Ｊ
Ａ
職

員
を
表
彰
し
た
。

Ｊ
Ａ
は
だ
の
管
内
で
の
受

賞
者
は
次
の
通
り
。

◇
篤
農
家

▽
大
根
地
区
＝
小
澤
利
明

（
南
矢
名
）
髙
橋
文
雄
（
南

伊
勢
原
市
の
大
山
阿
夫
利

神
社
で
５
日
、
第

回
新
穀

感
謝
祭
が
開
か
れ
た
。
崇
敬

農
家
が
今
年
の
豊
か
な
実
り

に
感
謝
し
、
米
や
麦
な
ど
の

互
い
に
会
話
を
楽
し
ん
だ
。

最
後
に
、
も
う
一
度
会
い
た

い
相
手
の
名
前
を
「
再
会
カ

ー
ド
」
に
記
入
し
て
提
出
。

今
回
は
６
組
の
カ
ッ
プ
ル
が

誕
生
し
た
。

参
加
し
、
Ｊ
Ａ
が
委
嘱
し
た

結
婚
相
談
員
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
な
が
ら
交
流
を
深
め

た
。参

加
者
は
自
己
紹
介
し
合

っ
た
後
、
フ
リ
ー
タ
イ
ム
で

「
ウ
ィ
ン
タ
ー
パ
ー
テ
ィ

ー
」
を
開
い
た
。

男
性

人
、
女
性

人
が

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は
２
日
、
結

婚
相
談
事
業
の
一
環
と
し
て

本
町
支
所
で
婚
活
イ
ベ
ン
ト

間
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
３

時
ま
で
。

会
場
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
模

擬
店
が
軒
を
連
ね
、
農
家
手

作
り
の
お
せ
ち
料
理
や
地
場

産
農
産
物
の
他
、
だ
る
ま
な

ど
の
正
月
用
品
を
販
売
す

る
。
併
せ
て
開
く
秦
野
市
園

芸
協
会
主

催
の
「
冬

ま
つ
り
」

で
は
、
地

場
産
農
産

物
を
無
料

配
付
す
る

予
定
だ
。

じ
ば
さ
ん
ず
で

今
年
も
年
末
市


～

日
に

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は

月

日

（
金
）
～

日
（
日
）
の
３

日
間
、
じ
ば
さ
ん
ず
で
「
年

忘
れ
年
末
市
」
を
開
く
。
時

レ
ン
ソ
ウ
な
ど
５
品
目
、
鶴

巻
支
店
で
ダ
イ
コ
ン
や
ネ
ギ

な
ど
７
品
目
を
用
意
。
配
布

時
に
は
Ｊ
Ａ
の
「
み
ん
な
で

地
産
地
消
運
動
」
の
ち
ら
し

な
ど
も
手
渡
し
「
普
段
の
生

活
で
も
秦
野
産
を
消
費
し
て

農
業
を
応
援
し
て
ほ
し
い
」

な
ど
と
声
を
掛
け
た
。

久
保
寺
孝
一
委
員
長
は

「
今
後
も
委
員
同
士
で
連
携

し
、
地
産
地
消
の
大
切
さ
を

多
く
の
人
に
伝
え
て
い
き
た

い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ

た


大
根
支
所
運
営
委
員
会
は


日
、
初
め
て
同
支
所
と
鶴

巻
支
店
で
農
産
物
の
無
料
配

布
を
実
施
し
た
。
委
員
が
１

個
ず
つ
手
渡
し
、
両
店
舗
で

合
計
２
０
０
個
の
農
産
物
を

配
っ
た
。

農
産
物
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
区
の
農
家
が
持
ち
寄
り
、

大
根
支
所
で
ミ
カ
ン
や
ホ
ウ

多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
を
見

せ
た
。

同
イ
ベ
ン
ト
は
、
同
会
が

２
０
０
２
年
に
初
め
て
開

催
。
参
加
者
は
旬
の
野
菜
が

栽
培
さ
れ
て
い
る
農
園
を
巡

り
、
受
付
で
購
入
し
た
チ
ケ

ッ
ト
の
枚
数
に
応
じ
て
希
望

す
る
品
目
を
収

穫
で
き
る
。

同
会
は
７
カ

所
の
農
園
で
ニ

ン
ジ
ン
や
ダ
イ

コ
ン
、
葉
ニ
ン
ニ
ク
な
ど


品
目
を
用
意
し
た
。
参
加
者

は
、
地
図
を
見
な
が
ら
各
農

園
を
目
指
し
て
ハ
イ
キ
ン
グ

を
満
喫
。
畑
に
着
く
と
、
農

家
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
東
海

大
学
の
学
生
か
ら
、
品
種
の

特
徴
や
お
薦
め
の
調
理
方
法

な
ど
を
教
わ
り
、
収
穫
作
業

に
汗
を
流
し
た
。

丹
沢
秦
野
観
光
農
業
研
究

会
は

月

日
、
県
立
秦
野

戸
川
公
園
周
辺
で
「
丹
沢
秦

野
／
農
園
ハ
イ
ク
＆
収
穫
体

験
」
を
開
い
た
。
県
内
外
か

ら
１
０
９
組
３
５
１
人
が
参

加
。
は
だ
の
都
市
農
業
支
援

セ
ン
タ
ー
が
情
報
発
信
し
た

こ
と
で
、
昨

年
よ
り

組


人
増
え
、


回
目
を
迎

え
た
今
回
も

｢やえのちゃん｣

｢ぴーなマン｣

「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ

２
０
１
８
」
の
投
票
結
果
が
発

表
さ
れ
、
Ｊ
Ａ
は
だ
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
や
え
の

ち
ゃ
ん
」
「
ぴ
ー
な
マ
ン
」
は

５
０
７
キ
ャ
ラ
が
参
加
し
た

「
ご
当
地
部
門
」
で
、
２
８
７

位
に
な
り
ま
し
た
。
投
票
し
て

い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
も
両
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
応

援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ゆ
る
キ
ャ
ラ

グ
ラ
ン
プ
リ｢

ご
当
地
部
門｣

で

位

支
所
運
営
委
員
会
は
地
域
活
性
化
に
向
け
、
収
穫
体
験
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
い
て
い
る
。
今
月
に
は
新
た
な
取
り
組
み
も
続
々
と
ス
タ
ー

ト
し
、
活
動
は
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

文中の表彰などの人名紹介の際の敬称は省略させていただきます。

年
末
を
前
に
秦
野
市
内
で
さ
ま
ざ
ま
な
農
産

物
が
出
荷
を
迎
え
た
。
良
質
な
秦
野
産
の
農
産

物
は
、
Ｊ
Ａ
の
直
売
所
や
県
内
の
量
販
店
な
ど

で
来
店
者
か
ら
人
気
を
集
め
て
い
る
。

今月の特集
４～５面

秦
野
産
が
直
売
所
な
ど
で
人
気

曽屋の

遠藤
え ん ど う

修
お さ む

さん()



｢

お
い
し
い｣

の
声
が
励
み
に

４
月
か
ら
山
谷
生
産
組

合
の
生
産
組
合
長
を
務
め

て
い
る
曽
屋
の
遠
藤
修
さ

ん
。
農
家
に
生
ま
れ
育

ち
、
高
校
生
の
時
に
は
帰

宅
す
る
と
ミ
カ
ン
の
箱
詰

め
な
ど
の
作
業
に
汗
を
流

し
た
。
卒
業
後
は
団
体
職

員
な
ど
と
し
て
仕
事
に
励

ん
で
い
た
が
、
祖
父
母
が

亡
く
な
っ
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
退
職
し
、
本
格
的

に
農
業
を
始
め
た
。

２
年
ほ
ど
前
ま
で
は
カ

ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
に

栽
培
し
て
い
た
が
、
現
在

は
ミ
カ
ン
や
梅
な
ど
の
果

樹
類
の
他
、
八
重
桜
に
品

目
を
切
り
替
え
、
父
と
協

力
し
て
農
作
業
を
進
め
て

い
る
。

収
獲
し
た
農
産
物
は
、

じ
ば
さ
ん
ず
や
県
内
の
市

場
な
ど
に
出
荷
す
る
他
、

自
宅
に
設
け
た
直
売
所
で

販
売
。
お
い
し
さ
は
口
伝

え
で
広
が
り
、
多
く
の
固

定
客
が
つ
く
ほ
ど
人
気
を

集
め
て
い
る
。
遠
藤
さ
ん

に
と
っ
て
、
購
入
者
か
ら

の
「
お
い
し
い
」
の
声
が

や
り
が
い
に
な
っ
て
い

る
。現

在
の
課
題
は
、
イ
ノ

シ
シ
な
ど
に
よ
る
農
産
物

へ
の
被
害
だ
。
山
間
部
を

中
心
に
２
㌶
以
上
あ
る
圃

場
（
ほ
じ
ょ
う
）
に
は
、

野
生
動
物
が
頻
繁
に
侵

入
。
圃
場
を
荒
ら
さ
れ
た

り
ミ
カ
ン
を
食
べ
ら
れ
て

し
ま
っ
た
り
す
る
な
ど
の

被
害
が
多
発
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
厳
し
い
状
況
の

中
で
も
、
く
く
り
わ
な
な

ど
を
設
置
し
て
対
策
に
取

り
組
み
、
良
質
な
農
産
物

を
作
り
続
け
て
い
る
。

遠
藤
さ
ん
は
「
今
後
は

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
栽
培
で

使
用
し
て
い
た
温
室
も
活

用
し
て
い
き
た
い
。
誰
が

食
べ
て
も
お
い
し
い
と
言

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
も

の
を
作
り
、
自
宅
の
直
売

所
に
行
列
が
で
き
る
よ
う

に
な
れ
ば
う
れ
し
い
」
と

笑
顔
を
見
せ
た
。

ＪＡはだのは
いろいろな事業
を行っているけ
ど、どんなこと

を目的に活動しているの
？

ＪＡはだのの
基本理念は「夢
のある農業と次
世代へつなぐ豊

かな社会を地域できず
く」よ。「夢のある農
業」とは、農業者にとっ
てやりがいがあって、地
域社会の中でかけがえの
ない役割を果たし、後継
者が次々と生まれるよう
な活力ある都市農業づく
りを目指すこと。「次世
代へつなぐ豊かな社会」

とは、次の世代を担う若
者や子どもたちに、自信
を持って継承してもらえ
る地域社会づくりを目指
すこと。「地域できず
く」とは、組合員をはじ
め、地域住民の協同組合
活動を基本に、みんなが
求める地域社会をきずく
ことよ。ＪＡはだのは、
この理念を実現するため
に協同組合運動を進めて
いるわ。

地域農業を活
発にして、豊か
で安心して暮ら
せる地域社会づ

くりを目指しているんだ
ね。教えてくれてありが
とう、やえのちゃん。

｢

夢
の
あ
る
農
業｣

を
目
指
す

地
場
産
農
産
物
の
サ
ン
タ
登
場

じ
ば
さ
ん
ず
に

日
、
地
場
産
農

産
物
で
作
っ
た
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が

登
場
。
店
内
に
ク
リ
ス
マ
ス
の
雰
囲

気
を
創
り
出
し
、
多
く
の
来
店
者
の

目
を
楽
し
ま
せ
た
。

手
掛
け
た
の
は
、
平
沢
の
栗
原
悦

子
さ
ん
。
ハ
ク
サ
イ
や
ダ
イ
コ
ン
、

ユ
ズ
な
ど
を
使
用
し
、
サ
ン
タ
ク
ロ

ー
ス
や
ト
ナ
カ
イ
、
ク
リ
ス
マ
ス
ツ

リ
ー
を
合
計

体
制
作
。
顔
は
シ
メ

ジ
と
ピ
ー
マ
ン
を
つ
ま
よ
う
じ
で
固

定
し
、
目
と
鼻
に
見
立
て
た
。

栗
原
さ
ん
は
「
毎
年
楽
し
み
に
し

て
く
れ
る
人
が
い
る
の
で
、
こ
れ
か

ら
も
作
り
続
け
て
い
き
た
い
」
と
笑

顔
で
話
し
た
。

厳
か
に
新
穀
感
謝
祭

篤
農
家
ら
を
表
彰農

園
ハ
イ
ク

収
穫
体
験
も

県
内
外
か
ら

組
参
加

ニンジンを収穫する親子

本

町

支

所

で

婚
活
イ
ベ
ン
ト

６
組
が
カ
ッ
プ
ル
に

地場産農産物のサンタクロースでクリスマスを演出

支所運営委員会

55
周
年
記
念
冊
子
を
作
成
北
支
所

大根支所

地
産
地
消
拡
大
に

地
元
農
産
物
Ｐ
Ｒ

完成した冊子を手にする委員

来
店
者

万
人
突
破

じ
ば
さ
ん
ず
が
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー

800万人目となった来店者ら

農家手作りの加工品がずら
りと並んだ年末市（昨年）

厳かに神事が執り行われた

来
店
者
に
野
菜
と
ち
ら
し
を
配
布

(://-/)（） 年(平成30年)月日(水曜日) 年(平成30年)月日(水曜日) （）第号 第号Ｊ Ａ は だ の (://-/) Ｊ Ａ は だ の



乄乀乁乂乃乀乁乂乃乀乁乂乃乀乁乂乃乀乁乂乃乀乁乂乃乀乁乂乃乀乁乂乃乀乁乂乃乀乁乂乃乀乁乂乃乀乁乂乃乀乁乂乃乀乁乂乃乀乁乂乃乀乁乂乃乀乁乂乃乀乁乂乃乀乁乂乃乀乁乂乃乀乁乂乃乀乁乂乃乀乁乂乃乀乁乂乃乀乁乂乃乀乁乂乃乀乁乂乃乀乁乂乃乀乁乂乃乀乁乂乃乀乁乂乃乀乁乂乃乀乁乂乃乀乁乂乃乀乁乂乃乀乁乂乃

乄
乀
乁
乂
乃
乀
乁
乂
乃
乀
乁
乂
乃
乀
乁
乂
乃
乀
乁
乂
乃
乀
乁
乂
乃
乀
乁
乂
乃
乀
乁
乂
乃
乀
乁
乂
乃
乀
乁
乂
乃
乀
乁
乂
乃
乀
乁
乂
乃
乀
乁
乂
乃
乀
乁
乂
乃
乀
乁
乂
乃
乀
乁
乂
乃
乀
乁
乂
乃
乀
乁
乂
乃
乀
乁
乂
乃
乀
乁
乂
乃
乀
乁
乂
乃
乀
乁
乂
乃
乀
乁
乂
乃
乀
乁
乂
乃
乀
乁
乂
乃
乀
乁
乂
乃
乀
乁
乂
乃
乀
乁
乂
乃
乀
乁
乂
乃
乀
乁
乂
乃
乀
乁
乂
乃
乀
乁
乂
乃
乀
乁
乂
乃
乀
乁
乂
乃

乀乁乂乃乀乁乂乃乀乁乂乃乀乁乂乃乀乁乂乃乀乁乂乃乀乁乂乃乀乁乂乃乀乁乂乃乀乁乂乃乀乁乂乃乀乁乂乃乀乁乂乃乀乁乂乃乀乁乂乃乀乁乂乃乀乁乂乃乀乁乂乃乀乁乂乃乀乁乂乃乀乁乂乃乀乁乂乃乀乁乂乃乀乁乂乃乀乁乂乃乀乁乂乃乀乁乂乃乀乁乂乃乀乁乂乃乀乁乂乃乀乁乂乃乀乁乂乃乀乁乂乃乀乁乂乃乀乁乂乃乀乁乂乃

儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

俴
俰
俱
俰
俱
俰
俱
俰
俱
俰
俱
俰
俱
俰
俱
俰
俱
俰
俱
俰
俱
俰
俱
俰
俱
俰
俱
俰
俱
俰
俱
俰
俱
俰
俱
俰
俱
俰
俱
俰
俱
俰
俱
俰
俱
俰
俱
俰
俱
俰
俱
俰
俱
俰
俱
俰
俱
俰
俱
俰
俱
俰
俱
俰
俱
俰
俱
俰
俱

俴俰俱俰俱俰俱俰俱俰俱俰俱俰俱俰俱俰俱俰俱俰俱俰俱俰俱俰俱俰俱俰俱俰俱俰俱俰俱俰俱俰俱俰俱俰俱俰俱俰俱俰俱

俰
俱
俰
俱
俰
俱
俰
俱
俰
俱
俰
俱
俰
俱
俰
俱
俰
俱
俰
俱
俰
俱
俰
俱

儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

俤俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠

俤
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠

俤俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠

俤
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠

人
形
な
ど
供
養

４

５

０

０

体

Ｊ
Ａ
セ
レ
モ
ニ
ー

ホ
ー
ル
は
だ
の

Ｊ
Ａ
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

は
だ
の
は

日

ぬ
い
ぐ
る

み
・
人
形
供
養
祭
を
開
い

た
。
組
合
員
ら
約
５
５
０
人

が
持
ち
込
ん
だ
合
計
約
４
５

０
０
体
の
縫
い
ぐ
る
み
や
人

形
を
供
養
し
た
。

参
列
者
は
導
師
に
よ
る
読

経
の
中
、
焼
香
し
た
。

そ
の
後
、
同
ホ
ー
ル
の


周
年
記
念
内
覧
会
を
開
催
。

祭
壇
や
ひ
つ
ぎ
な
ど
の
展
示

の
他
、
お
清
め
料
理
の
試
食

会
を
実
施
し
た
。

オ
ラ
、
ハ
ボ
タ
ン
を
、
５
日

に
は
果
樹
部
会
キ
ウ
イ
フ
ル

ー
ツ
部
が
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ

を
贈
っ
た
。
さ
ら
に
、

日

に
は
初
め
て
、
や
さ
い
部
会

施
設
部
が
市
長
を
訪
問
し

た
。施

設
部
が
贈
っ
た
の
は
、

ト
マ
ト

個
と
キ
ュ
ウ
リ


本
の
他
、
部
員
が
生
産
し
た

ト
マ
ト
で
作
っ
た
ト
マ
ト
ジ

ュ
ー
ス
５
本
（
１
本
１
８
０

㍉
㍑
）
な
ど
。
須
藤
智
治
部

長
ら
が
、
秦
野
市
が
２
０
２

１
年
に
開
始
を
予
定
し
て
い

る
中
学
校
給
食
へ
の
食
材
提

供
や
、
水
耕
栽
培
に
地
下
水

を
利
用
す
る
こ
と
な
ど
に
つ

い
て
高
橋
市
長
と
意
見
を
交

換
し
た
。

高
橋
市
長
は
「
秦
野
で
作

ら
れ
た
農
産
物
を
秦
野
で
消

費
す
る
こ
と
が
大
切
な
の

で
、
地
産
地
消
を
広
く
呼
び

掛
け
て
い
く
。
今
後
も
品
質

の
高
い
野
菜
を
生
産
し
続
け

て
ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル
を
送

っ
た
。
須
藤
部
長
は
「
市
内

の
温
室
で
野

菜
が
生
産
さ

れ
て
い
る
こ

と
を
多
く
の

人
に
Ｐ
Ｒ
し

て

い

き

た

い
。
秦
野
産

を
食
べ
て
、

お
い
し
さ
を

知
っ
て
も
ら

え
れ
ば
」
と

話
し
た
。

Ｊ
Ａ
業
種
別
部
会
の
３
組

織
が
、
部
員
が
生
産
し
た
農

産
物
を
高
橋
昌
和
市
長
に
贈

っ
た
。
日
頃
の
支
援
に
対
す

る
感
謝
を
伝
え
る
と
と
も

に
、
継
続
的
な
支
援
を
要
請

し
た
。


月

日
に
は
花
き
部
会

鉢
物
部
が
シ
ク
ラ
メ
ン
や
ビ


む
ぎ
ぶ
え
を

手
作
り
で
発
行

文
芸
愛
好
会
の
句
集

文
芸
愛
好
会
は

日
、
俳

句
集
『
む
ぎ
ぶ
え
』
の
第


号
を
発
行
し
た
。
会
員
が
１

年
を
通
じ
て
自
然
や
情
景
な

ど
を
詠
ん
だ
句
を
ま
と
め
た

一
冊
。
多
く
の
人
に
活
動
を

Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
、
Ｊ
Ａ
の
各

支
所
・
支
店
の
他
、
市
内
の

公
民
館
な
ど
に
配
布
し
た
。

『
む
ぎ
ぶ
え
』
は
Ｂ
５
判


ペ
ー
ジ
で
、
会
員

人
そ

れ
ぞ
れ
が

句
の
作
品
を
つ

づ
っ
て
い
る
。
会
員
が
手
作

業
で
製
本
し
、

部
作
成
し

た
。

長
寿
者
に
記
念
品
贈
呈

い
き
い
き
ラ
イ
フ
支
援
事
業

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
末
永
く
お
元
気
で
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。

88
歳(

米
寿)

▽
大
根
地
区
＝
佐
藤
晴
子

（
鶴
巻
南
）
守
泉
義
夫
（
南

矢
名
）

▽
南
地
区
＝
大
島
佐
介

（
今
泉
）

▽
上
地
区
＝
佐
藤
安
雄

（
菖
蒲
）
須
藤
と
よ
子
（
菖

蒲
）
大
越
千
江
子
（
八
沢
）

77
歳(

喜
寿)

▽
本
町
地
区
＝
三
嶽
末
吉

（
曽
屋
）
水
上
洋
子
（
曽

屋
）▽

南
地
区
＝
高
木
重
井

（
今
泉
）

※
自
己
申
告
で
す
の
で
、
該

当
の
方
は
各
支
所
・
支
店
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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儰
儰
儰
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穫
を
サ
ポ
ー
ト
。

品
種
の
特
徴
や
調

理
方
法
な
ど
も
伝

え
、
交
流
も
深
め

た
。
手
も
み
茶
作

り
で
は｢

も
み
き

り｣

な
ど
の
技
法

を
教
え
、
完
成
し

た
茶
を
手
渡
し

た
。
加
え
て
、
部

員
が
育
て
た
野
菜

を
販
売
し
た
他
、

羊
と
触
れ
合
え
る

場
も
用
意
す
る
な
ど
、
部
員

が
取
り
組
ん
で
い
る
農
業
を

参
加
者
に
Ｐ
Ｒ
し
た
。

コ
ン
の
引
き
抜
き
方
や
サ
ト

イ
モ
の
掘
り
取
り
方
な
ど
を

指
導
し
な
が
ら
５
品
目
の
収

形
式
の
収
穫
体
験
や
手
も
み

茶
作
り
を
満
喫
し
た
。

部
員
は
、
参
加
者
に
ダ
イ

「
ユ
ー
ス
マ
ル
シ
ェ
」
を
開

い
た
。
市
内
の
家
族
連
れ


組
約

人
が
、
ハ
イ
キ
ン
グ

青
年
部
は
７
日
、
堀
山
下

の
大
倉
自
治
会
館
と
部
員
の

畑
で
農
業
体
験
型
イ
ベ
ン
ト

分
け
し
て
市
内
各
所
に
配
布

し
た
。
部
員
は
、
児
童
に
花

の
種
類
や
水
や
り
の
方
法
を

伝
え
る
な
ど
、
交
流
を
深
め

た
。

ン
や
パ
ン
ジ
ー
を
植
え
付
け

た
も
の
。
秦
野
市
で
開
催
さ

れ
た
「
第

回
は
だ
の
丹
沢

水
無
川
マ
ラ
ソ
ン
」
の
コ
ー

ス
に
並
べ
た
後
、
部
員
が
手

青
年
部
は
３
日
、
市
内
の

幼
稚
園
や
保
育
園
な
ど

カ

所
に
、
部
員
が
生
産
す
る
花

を
寄
せ
植
え
し
た
プ
ラ
ン
タ

ー
を
配
っ
た
。
同
部
が
地
場

産
の
花
の
Ｐ
Ｒ
を
目
的
に
取

り
組
む
「
花
い
っ
ぱ
い
運

動
」
の
一
環
。
部
員

人

が
、
児
童
ら
に
プ
ラ
ン
タ
ー

を
手
渡
し
た
。

プ
ラ
ン
タ
ー
は
、
部
員
が

育
て
た
ガ
ー
デ
ン
シ
ク
ラ
メ

受賞したのは写真の部（普

通部門)が高橋保志江さん、

書道の部が栗原春麗さん、美

術の部が平出南さん。今年の

受賞作品は、来年月までＪ

Ａはだの本所に展示する。

第回秦野市展（美術の部

・書道の部・写真の部）が、

秦野市文化会館で開かれ、Ｊ

Ａはだのから特別賞として秦

野市農業協同組合長賞を授与

した。

作物に位置付けている葉ニンニクなど

を出荷。良質な秦野産の農産物がＪＡ

の直売所や県内の量販店などに数多く

並び、来店者から人気を集めている。

年末を前に、秦野市内でさまざまな

農産物が出荷の時期を迎えた。農家

は、シクラメンやイチゴの他、市の伝

統的な農産物のソバ、ＪＡが地域振興

出荷に向けてイチゴの品質を確認する部員

冨田さんの温室に並ぶ色鮮やかなシクラメン

葉ニンニクの仕上がりを確認する生産者

寒風突き農産物出荷盛ん冬
旬
冬
旬


月

日
、

月
３
日
、
６
日
の

３
日
間
に
は
、
Ｊ
Ａ
は
だ
の
が
本
所

な
ど
で
、
２
０
１
８
年
産
普
通
ソ
バ

の
農
産
物
検
査
を
実
施
。
今
シ
ー
ズ

ン
は
、
農
家
８
人
が
合
計
１
０
２
袋

（
１
袋

・
５
㌔
）
を
持
ち
込
み
、

検
査
を
受
け
た
。
一
部
の
畑
で

月

の
台
風
に
よ
る
被
害
が
あ
っ
た
も
の

の
、
収
量
・
品
質
と
も
に
昨
年
よ
り

向
上
し
た
。

検
査
員
を
務
め
る
Ｊ
Ａ
営
農
課
の

職
員
が
、
カ
ル
ト
ン
を
使
っ
て
異
種

穀
粒
な
ど
の
有
無
を
確
認
。
専
用
の

器
具
で
水
分
量
や
容
積
重
を
割
り
出

し
、
等
級
を
付
け
た
。
今
年
は
１
等

が

袋
、
２
等
が

袋
。
昨
年
よ
り


袋
多
く
検
査
し
、
１
等
は

袋
増

加
し
た
。

検
査
を
受
け
た
ソ
バ
は
、
Ｊ
Ａ
を

通
じ
て
秦
野
市
内
の
そ
ば
店
に
供
給

さ
れ
た
他
、
農
家
が
製
粉
し
て
じ
ば

さ
ん
ず
な
ど
に
出
荷
し
て
い
る
。

同
市
の
ソ
バ
は
、
か
つ
て
生
産
が

盛
ん
だ
っ
た
葉
タ
バ
コ
の
裏
作
と
し

て
、
多
く
の

農
家
が
栽
培

し
て
い
た
。

今
で
は
、
栽

培
農
家
は
大

き
く
減
少
し

た
が
、
約


戸
が
良
質
な

ソ
バ
を
作
り

続

け

て

い

る
。

県
内
有
数
の
シ
ク
ラ
メ
ン
の
産
地

で
あ
る
秦
野
市
で
、
ク
リ
ス
マ
ス
を

前
に
出
荷
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
。
花

き
部
会
鉢
物
部
の
部
員
ら
は
連
日
、

作
業
に
汗
を
流
し
た
。

部
員
の
一
人
、
冨
田
花
園
を
営
む

平
沢
の
冨
田
茂
靖
さ
ん
は
、
八
重
咲

の
「
フ
ェ
ア
リ
ー
ピ
コ
」
な
ど
約


品
種
を
栽
培
。
豊
富
な
品
種
数
や
花

持
ち
の
良
さ
か
ら
贈
答
用
と
し
て
も

人
気
が
高
く
、
多
く
の
固
定
客
が
つ

い
て
い
る
。

今
年
は
栽
培
期
間
中
の
気
温
が
例

年
よ
り
高
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
開
花

の
遅
れ
が
懸
念
さ
れ
た
も
の
の
、
順

調
に
生
育
し
た
。
同
園
で
は
じ
ば
さ

ん
ず
や
関
東
地
方
の
市
場
な
ど
へ
、

４
～
６
号
鉢
や
ガ
ー
デ
ン
シ
ク
ラ
メ

ン
合
計
約
４
万
４
０
０
０
鉢
を
出

荷
。
８
、
９
、

、

日
の
４
日
間

に
は
、
同
店
の
「
シ
ク
ラ
メ
ン
ま
つ

り
」
で
も
販
売
し
た
。

冨
田
さ
ん
は
「
丹
精
し
て
育
て
た

シ
ク
ラ
メ
ン
を
多
く
の
人
に
長
く
楽

し
ん
で
も
ら
え
た
ら
」
と
笑
顔
を
見

せ
た
。


月

日
に
初
出
荷
を
迎
え
た
の

が
、
Ｊ
Ａ
は
だ
の
が
地
域
振
興
作
物

に
位
置
付
け
て
い
る
葉
ニ
ン
ニ
ク

「
ハ
ー
リ
ッ
ク
」
だ
。
生
産
者
が
合

計

束
を
Ｊ
Ａ
本
所
に
持
ち
込
み
、

Ｊ
Ａ
全
農
か
な
が
わ
中
央
ベ
ジ
フ
ル

セ
ン
タ
ー
を
通
じ
て
県
内
の
量
販
店

に
出
荷
。
現
在
、
じ
ば
さ
ん
ず
に
も

生
産
者
が
そ
れ
ぞ
れ
出
荷
し
て
い

る
。「

ハ
ー
リ
ッ
ク
」
は
、
葉
や
茎
の

部
分
を
食
べ
る
品
種
で
、
ニ
ラ
よ
り

も
肉
厚
で
香
り
が
高
く
、
通
常
の
ニ

ン
ニ
ク
よ
り
も
ま
ろ
や
か
な
味
わ
い

が
特
徴
。
炒
め
物
や
鍋
料
理
な
ど
、

幅
広
い
料
理
に
活
用
で
き
る
。

葉
ニ
ン
ニ
ク
特
有
の
匂
い
は
野
生

鳥
獣
に
対
す
る
忌
避
効
果
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、
Ｊ
Ａ
は
第
三
次
地

域
農
業
振
興
計
画
に
基
づ
い
て
生
産

拡
大
に
着
手
。
鳥
獣
被
害
が
多
発
す

る
地
域
の
農
家
を
中
心
に
栽
培
を
呼

び
掛
け
、
現
在

人
が
生
産
し
て
い

る
。じ

ば
さ
ん
ず
は
多
く
の
人
に
葉
ニ

ン
ニ
ク
の
お
い
し
さ
を
知
っ
て
も
ら

う
た
め
、
販
売
台
に
調
理
方
法
を
記

載
し
た
店
内
広
告
（
Ｐ
Ｏ
Ｐ
）
を
設

置
。
さ
ら
に
、
１
月
に
は
葉
ニ
ン
ニ

ク
を
使
っ
た
料
理
の
試
食
会
を
開

き
、
来
店
者
に
Ｐ
Ｒ
す
る
予
定
だ
。

や
さ
い
部
会
い
ち
ご
部
は
３
日
、

２
０
１
８
年
産
の
イ
チ
ゴ
の
出
荷
を

ス
タ
ー
ト
し
た
。
今
年
は
「
章
姫
」

と
「
と
ち
お
と
め
」
の
他
、
初
め
て

「
よ
つ
ぼ
し
」
を
出
荷
。
定
植
時
期

の
多
雨
の
影
響
で
昨
年
よ
り
５
日
ほ

ど
出
荷
が
遅
れ
た
も
の
の
、
甘
さ
が

乗
り
、
品
質
は
上
々
だ
。

Ｊ
Ａ
選
果
場
に
は
、
部
員
が
持
ち

寄
っ
た
合
計
６
２
９
パ
ッ
ク
（
１
パ

ッ
ク
２
５
０
～
４
３
０
㌘
）
が
ず
ら

り
と
並
ん
だ
。
検
査
員
を
務
め
る
部

員
が
、
果
実
の
大
き
さ
や
色
つ
や
な

ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
後
、
神
奈
川
青

果
㈱
秦
野
市
場
に
運
ん
だ
。
今
後
は

じ
ば
さ
ん
ず
な
ど
に
も
出
荷
を
始
め

る
予
定
で
、
来
年
５
月
上
旬
ま
で

に
、
約
５
万
５
０
０
０
パ
ッ
ク
の
出

荷
を
見
込
ん
で
い
る
。

「
よ
つ
ぼ
し
」
は
、
同
部
が
昨
年

か
ら
試
験
的
に
栽
培
を
進
め
て
き
た

品
種
。
食
味
が
良
く
、
部
内
で
の
評

価
が
高
か
っ
た
た
め
、
今
年
か
ら
本

格
的
に
生
産
を
始
め
た
。

飯
田
進
部
長
は
「
部
員
同
士
協
力

し
、
共
選
共
販
を
維
持
し
な
が
ら
良

質
な
イ
チ
ゴ
を
出
荷
し
て
い
く
」
と

意
気
込
み
を
語
っ
た
。

が

ソ
バ
の
品
質
を
確
認
す
る
Ｊ
Ａ
職
員
㊧
と
農
家

直
売
所
や
量
販
店
で
人
気

シ
ク
ラ
メ
ン

Ｘ
マ
ス
向
け
に
ピ
ー
ク

イ
チ
ゴ

初
め
て｢

よ
つ
ぼ
し｣

も

葉
ニ
ン
ニ
ク

｢

ハ
ー
リ
ッ
ク｣

初
出
荷

ソ
バ収

量･

品
質
と
も
に
向
上

鶴
巻
南
の
―
砂
賀

す

な

が

幸
子

ゆ

き

こ

さ
ん

笑顔絶やさず接客

№428
平
塚
市
真
田
に
あ
る
㈲

サ
ン
・
シ
テ
ィ
ー
で
代
表

取
締
役
を
務
め
る
、
鶴
巻

南
の
砂
賀
幸
子
さ
ん
。
結

婚
後
、
主
婦
業
の
合
間
を

縫
っ
て
宅
建
士
の
資
格
を

取
得
し
、
不
動
産
会
社
に

就
職
。
１
９
９
７
年
に
、

東
海
大
学
か
ら
徒
歩
３
分

の
立
地
に
現
在
の
店
舗
を

立
ち
上
げ
た
。
店
名
は
、

「
明
る
い
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム

な
場
所
に
し
た
い
」
と
の

思
い
か
ら
「
太
陽
の
街
」

と
い
う
意
味
で
「
サ
ン
・

シ
テ
ィ
ー
」
と
命
名
。
自

身
も
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
、

接
客
に
励
ん
で
い
る
。



こ
だ
わ
り
は
？

実
際
に
部
屋
を
見
に
行

か
な
く
て
も
店
内
で
内
見

で
き
る
よ
う
に
、
バ
ー
チ

ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
（
仮

想
現
実
）
を
導
入
し
て
い

ま
す
。
留
学
生
な
ど
の
外

国
人
の
来
店
者
も
多
い
の

で
、
英
語
が
話
せ
る
ス
タ

ッ
フ
を
そ
ろ
え
て
い
ま

す
。
通
常
は
毎
週
水
曜
日

と
第
２
・
３
木
曜
日
が
定

休
日
で
す
が
、
引
っ
越
し

が
増
え
る
１
～
３
月
は
無

休
で
営
業
し
て
い
ま
す
。



心
掛
け
て
い
る
こ

と
は
？

仕
事
で
も
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
で
も
、
前
向
き
な
姿
勢

で
い
る
こ
と
で
す
。
人
の

良
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
て

褒
め
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。



趣
味
は
？

家
庭
菜
園
で
す
。
農
家

出
身
な
の
で
い
つ
で
も
新

鮮
な
野
菜
を
食
べ
た
く

て
、
常
に

品
目
ほ
ど
の

野
菜
を
育
て
て
い
ま
す
。



Ｊ
Ａ
と
の
つ
な
が

り
は
？

大
家
さ
ん
に
は
Ｊ
Ａ
で

口
座
を
開
設
し
て
い
る
方

が
多
い
こ
と
か
ら
、
取
引

を
始
め
ま
し
た
。
今
で
は

融
資
の
あ
っ
せ
ん
も
し
て

い
ま
す
。



今
後
の
展
望
は
？

毎
日
健
康
で
長
生
き
す

る
こ
と
で
す
。
常
に
感
謝

の
気
持
ち
を
持
っ
て
仕
事

に
励
み
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

も
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い

で
す
。

秦野市展で組合長賞 来年月
まで展示

写真の部 高橋保志江さん

美術の部 平出南さん

鉢
物
部
と
施
設
部
と

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
部

３組織が市長に
地場産の農産物

継続的支援要請し贈る

書
道
の
部

栗
原
春
麗
さ
ん

『
む
ぎ
ぶ
え
』
を
作
成
し
た
会

員

園
児
に
寄
せ
植
え
を
手
渡
す
部
員

青年部が創意のイベント

市
内
に
寄
せ
植
え
配
付

花
い
っ
ぱ
い

運

動

収
穫
体
験
で
農
業
Ｐ
Ｒ

家
族
楽
し
む
ユ
ー
ス
マ
ル
シ
ェ

ダ
イ
コ
ン
を
収
穫
す
る
親
子

高
橋
市
長
㊥
に
ト
マ
ト
な
ど
を
手
渡
し
た

縫
い
ぐ
る
み
と
人
形
を
供
養

Ｊ Ａ は だ の 年(平成30年)月日(水曜日) （）第号 総　合（）
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村
上
幸
雄
（
堀
山
下
）

◇

神
奈
川
県
い
ち
ご
品
評
会

が

、

の
両
日
、
県
内
圃

場
を
巡
回
し
て
開
か
れ
た
。

審
査
の
結
果
は
次
の
通
り
。

◎
特
選
・
神
奈
川
県
知
事

賞
＝
片
野
和
彦
（
戸
川
）
◎

特
選
・
神
奈
川
県
い
ち
ご
連

会
長
賞
＝
北
村
彰
（
堀
山

下
）
◎
入
選
＝
村
上
幸
雄

（
堀
山
下
）

（
下
大
槻
）
◎
優
良
賞
＝
山

口
啓
三
（
堀
西
）
◎
佳
良
賞

＝
仲
戸
川
賛
治
（
堀
山
下
）

高
橋
昭
治
（
堀
山
下
）

◇

や
さ
い
部
会
い
ち
ご
部
は

６
日
、
市
内
圃
場
（
ほ
じ
ょ

う
）
を
巡
回
し
て
立
毛
共
進

会
を
開
い
た
。
審
査
の
結
果

は
次
の
通
り
。

◎
優
秀
賞
＝
北
村
彰
（
堀

山
下
）
片
野
和
彦
（
戸
川
）

・
キ
ャ
ベ
ツ
（
堀
西
）
小
清

水
伸
一
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

（
下
大
槻
）
今
井
洋
司
・
キ

ャ
ベ
ツ
（
横
野
）
高
橋
昭
治

・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
（
堀
山

下
）【

長
ネ
ギ
の
部
】

◎
優
秀
賞
＝
高
橋
太
一

【
キ
ャ
ベ
ツ
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ

ー
の
部
】

◎
優
秀
賞
＝
田
中
和
幸
・

キ
ャ
ベ
ツ
（
上
大
槻
）
◎
優

良
賞
＝
小
清
水
伸
一
・
キ
ャ

ベ
ツ
（
下
大
槻
）
田
中
和
幸

・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
（
上
大

槻
）
◎
佳
良
賞
＝
三
武
利
夫

り
。

【
ダ
イ
コ
ン
の
部
】

◎
優
秀
賞
＝
小
林
允
（
今

泉
）
◎
優
良
賞
＝
古
藤
登

（
曽
屋
）
◎
佳
良
賞
＝
横
尾

良
男
（
曽
屋
）
三
武
利
夫

（
堀
西
）

受
賞
お
め
で
と
う
！

日
頃
の
成
果
を
発
揮

や
さ
い
部
会
露
地
部
は


月

日
、
市
内
圃
場
を
巡
回

し
て
立
毛
共
進
会
を
開
い

た
。
審
査
の
結
果
は
次
の
通

▽
当
Ｊ
Ａ
に
お
け
る
信
用

事
業
運
営
体
制
を
含
む
事
業

・
組
織
の
あ
り
方
に
つ
い
て

（
案
）

▽
会
計
監
査
人
予
定
者
の

確
認
と
監
査
報
酬
の
仮
決
定

に
つ
い
て

▽
投
信
窓
販
業
務
に
か
か

る
関
連
規
程
類
の
改
正
に
つ

い
て▽

延
滞
債
権
等
の
処
理
方

針
に
つ
い
て


月

日
に
理
事
会
を
開

催
し
、
次
の
こ
と
を
審
議
し

ま
し
た
。

▽
不
祥
事
対
応
要
項
の
変

更
に
つ
い
て

▽
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
基

本
方
針
の
設
定
お
よ
び
内
部

統
制
整
備
取
組
方
針
の
廃
止

に
つ
い
て

▽
２
０
１
９
年
度
事
業
計

画
基
本
方
針
（
素
案
）
に
つ

い
て

ル
」
を
開
い
て
い
ま
す
。
今
月
は
「
作
文
の
部
」
の

秦
野
市
農
業
協
同
組
合
長
賞
３
点
と
秦
野
市
長
賞
、

秦
野
市
教
育
長
賞
の
受
賞
者
を
紹
介
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

豊
か
な
心
を
育
ん
で
も
ら
お
う
と
、
小
・
中
学
生
、

高
校
生
を
対
象
に
「
書
道
・
図
画
・
作
文
コ
ン
ク
ー

と
こ
ろ
が
し
ゅ
う
ぎ
ょ
う
し
き

前
、
も
っ
て
帰
る
日
、
花
が
や
っ
と

さ
き
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
ほ
っ
と

し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
家
で
ま
い
日
、
水
を

あ
げ
た
い
せ
つ
に
そ
だ
て
ま
し
た
。

そ
し
て
、
と
う
と
う
ま
っ
す
ぐ
ぴ
ん

と
し
た
み
が
な
り
ま
し
た
。
妹
が
ゆ

で
た
オ
ク
ラ
を
お
い
し
そ
う
に
た
べ

て
い
る
の
を
見
て
、
と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。

わ
た
し
は
や
さ
い
を
そ
だ
て
る
の

が
こ
ん
な
に
た
い
へ
ん
だ
と
は
じ
め

て
し
り
ま
し
た
。
の
う
か
の
人
た
ち

に
あ
り
が
と
う
と
言
い
た
い
で
す
。

う
か
く
し
て
い
る
の
に
、
わ
た
し
の

オ
ク
ラ
は
花
も
さ
き
ま
せ
ん
。
と
な

り
の
ト
マ
ト
が
よ
り
か
か
っ
て
い
る

せ
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
休
み
の
日

に
も
ど
う
し
て
も
心
ぱ
い
に
な
り
、

学
校
へ
行
っ
て
う
え
き
ば
ち
を
う
ご

か
し
て
み
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
花
が

さ
か
ず
に
夏
休
み
に
入
っ
て
し
ま
う

の
か
と
し
ん
ぱ
い
で
た
ま
り
ま
せ

ん
。

ど
は
少
し
大
き
な
オ
ク
ラ
イ
オ
ン
と

い
う
な
え
を
え
ら
び
ま
し
た
。
う
も

れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で
す
。

わ
た
し
は
、
ま
い
日
、

「
元
気
に
そ
だ
っ
て
ね
。
」

と
つ
ぶ
や
き
な
が
ら
水
を
や
り
ま
し

た
。
オ
ク
ラ
は
少
し
ず
つ
大
き
く
な

っ
て
い
き
ま
し
た
。

で
も
、
ま
た
一
つ
し
ん
ぱ
い
な
こ

と
が
お
き
ま
し
た
。
友
だ
ち
は
し
ゅ

「
そ
う
だ
。
オ
ク
ラ
に
し
よ
う
｣

生
活
の
じ
ゅ
ぎ
ょ
う
で
や
さ
い
を

そ
だ
て
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
や

さ
い
ぎ
ら
い
の
妹
が
た
べ
て
く
れ
そ

う
だ
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
な
え
を

買
い
ま
し
た
。
な
え
を
う
え
て
ま
い

あ
さ
学
校
に
つ
い
た
ら
、
水
を
あ
げ

ま
し
た
。
先
生
か
ら
お
し
え
て
も
ら

っ
た
よ
う
に
た
っ
ぷ
り
あ
げ
ま
し

た
。と

こ
ろ
が
、
な
え
を
う
え
、
一
し

ゅ
う
か
ん
た
っ
た
こ
ろ
、
な
え
が
土

に
う
も
れ
て
か
れ
て
し
ま
っ
た
の
で

す
。
わ
た
し
は
と
て
も
か
な
し
い
気

も
ち
に
な
り
ま
し
た
。
先
生
に
そ
う

だ
ん
し
て
、
も
う
一
ど
新
し
い
な
え

を
う
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
ん

本
当
に
大
変
で
し
た
。
農
家
さ
ん
た

ち
は
い
つ
も
、
消
費
者
た
ち
の
こ
と

を
考
え
て
お
い
し
い
野
菜
を
作
っ
て

く
れ
て
い
ま
す
。
い
つ
も
い
つ
も
な

に
げ
な
く
食
事
と
し
て
野
菜
を
食
べ

て
い
ま
し
た
が
、
農
家
さ
ん
た
ち
が

苦
労
し
な
が
ら
、
消
費
者
た
ち
に
満

足
し
て
も
ら
お
う
と
一
生
け
ん
命
作

っ
た
野
菜
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
農

家
さ
ん
た
ち
に
手
を
か
け
て
作
っ
て

く
れ
た
野
菜
を
食
べ
さ
せ
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
。
と
い
う
感
謝
の
気
持

ち
を
持
ち
な
が
ら
、

「
い
た
だ
き
ま
す
。
」

「
ご
ち
そ
う
さ
ま
。
」

を
言
っ
て
、
食
事
を
す
る
こ
と
を
、

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
続
け
て
気
持
ち

を
わ
す
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
で
す
。

こ
と
を
考
え
て
、
肥
料
の
量
、
水
の

調
節
、
地
域
に
合
っ
た
栽
培
法
、
害

虫
対
さ
く
、
見
た
め
、
味
を
苦
労
し

な
が
ら
も
考
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

毎
年
同
じ
物
や
そ
れ
以
上
の
物
を
消

費
者
た
ち
へ
届
け
て
く
れ
、
天
候
が

悪
い
と
き
も
暑
い
日
や
寒
い
日
も
手

を
ぬ
か
ず
に
育
て
て
く
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
野
菜
は
肉
や
魚
な
ど
に

は
な
い
栄
養
を
持
っ
て
い
て
、
成
長

や
生
き
て
い
く
の
に
必
要
な
栄
養
が

つ
ま
っ
て
い
ま
す
。

実
際
に
農
業
を
や
っ
て
み
る
と
、

く
す
る
と
少
し
し
か
手
伝
え
な
か
っ

た
け
れ
ど
達
成
感
が
広
が
り
ま
し

た
。
し
か
し
手
伝
っ
て
い
る
と
き
は

す
ご
く
大
変
で
、
雑
草
は
い
く
ら
ぬ

い
て
も
ぜ
ん
ぜ
ん
無
く
な
ら
ず
、
ト

マ
ト
の
わ
き
芽
と
り
や
害
虫
退
治
を

し
て
大
変
で
し
た
。

農
園
で
お
母
さ
ん
の
お
手
伝
い
を

し
て
い
く
う
ち
に
農
家
さ
ん
の
仕
事

の
大
変
さ
が
、
わ
か
る
よ
う
な
気
が

し
ま
し
た
。
天
候
な
ど
の
ひ
害
を
受

け
や
す
い
野
菜
作
り
で
す
が
、
農
家

さ
ん
は
い
つ
も
消
費
者
の
私
た
ち
の

私
の
家
で
は
、
よ
く
野
菜
を
食
べ

ま
す
。
野
菜
を
食
べ
て
い
て
、
こ
の

野
菜
を
作
っ
て
い
る
農
家
さ
ん
た
ち

は
大
変
だ
な
、
と
思
っ
て
い
て
も
、

あ
ま
り
感
謝
し
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
最
近
、
野
菜
を
食
べ
て

い
る
と
、
い
つ
も
い
つ
も
手
を
か
け

て
お
い
し
い
野
菜
を
作
っ
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
。
と
思
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

そ
う
思
う
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か

け
は
、
お
母
さ
ん
が
農
園
を
借
り

て
、
野
菜
作
り
を
始
め
た
こ
と
で

す
。
ト
マ
ト
や
ピ
ー
マ
ン
、
ナ
ス
や

ズ
ッ
キ
ー
ニ
な
ど
を
育
て
て
い
て
、

た
ま
に
休
日
、
農
園
で
お
母
さ
ん
の

お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
野
菜
が

大
き
く
お
い
し
く
て
、
た
く
さ
ん
実

が
な
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
野

菜
は
す
ご
く
大
き
く
お
い
し
く
て
、

た
く
さ
ん
実
が
な
っ
て
、
し
ゅ
う
か

と
思
い
が
詰
ま
っ
て
い
た
の
だ
。

私
は
農
業
に
関
わ
る
こ
と
で
苦
労

や
楽
し
さ
を
知
り
農
業
で
し
か
味
わ

う
こ
と
の
で
き
な
い
こ
と
を
体
験
し

た
。
そ
れ
は
幼
い
頃
の
思
い
出
で
も

決
し
て
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
。
今
ま

で
も
父
が
農
作
業
か
ら
帰
っ
て
来
て

真
っ
黒
に
な
っ
た
軍
手
を
見
る
と
幼

い
頃
の
思
い
出
も
昨
日
の
こ
と
の
よ

う
に
蘇
る
。
農
業
は
一
人
の
経
験
や

思
い
が
と
て
も
大
き
い
。
そ
し
て
、

一
人
で
は
決
し
て
出
来
な
い
。
み
ん

な
で
協
力
し
て
や
る
か
ら
こ
そ
、
出

来
る
こ
と
が
少
な
く
て
も
、
泥
ま
み

れ
に
な
っ
て
も
励
ま
し
て
く
れ
る
人

が
い
る
か
ら
で
き
る
。
だ
か
ら
私
は

農
業
は
人
と
の
つ
な
が
り
を
つ
く
っ

て
く
れ
る
も
の
だ
と
感
じ
た
。
そ
ん

な
農
業
と
私
を
つ
な
げ
て
く
れ
た
祖

父
の
野
菜
や
米
に
は
た
く
さ
ん
の
経

験
を
し
て
き
た
か
ら
こ
そ
作
れ
る
お

金
で
は
買
う
こ
と
の
出
来
な
い
愛
情

が
た
く
さ
ん
つ
ま
っ
て
い
た
。
農
業

を
通
し
て
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の

楽
し
さ
を
知
る
こ
と
が
出
来
た
。
こ

の
経
験
は
こ
れ
か
ら
先
も
私
の
心
の

糧
と
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。

事
が
も
う
一
つ
あ
る
。
そ
れ
は
去
年

祖
父
が
亡
く
な
っ
た
と
き
の
こ
と

だ
。
去
年
は
い
つ
も
植
え
て
い
る
米

と
違
う
種
類
の
苗
を
植
え
て
い
た
。

背
が
高
く
立
派
に
育
っ
た
が
、
刈
る

直
前
に
台
風
で
倒
さ
れ
て
鹿
に
も
入

ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
と
き
私
は

テ
ス
ト
や
ら
部
活
や
ら
で
手
伝
い
へ

行
く
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
が
、
母

は
と
て
も
大
変
だ
っ
た
と
話
し
て
い

た
。
た
だ
で
さ
え
、
祖
父
が
亡
く
な

っ
た
ダ
メ
ー
ジ
が
大
き
い
の
に
経
験

の
浅
い
人
が
長
年
頼
っ
て
き
た
人
が

居
な
い
中
で
や
る
の
は
大
変
で
地
域

の
人
や
色
々
な
人
の
助
け
で
乗
り
越

え
る
こ
と
が
で
き
た
と
言
っ
て
い

た
。
そ
れ
を
聞
い
た
と
き
私
は
祖
父

の
存
在
の
大
き
さ
を
改
め
て
感
じ

た
。
ま
た
、
農
業
は
本
を
読
ん
で
出

来
る
も
の
で
は
な
く
、
長
年
こ
の
土

地
に
住
み
、
天
気
や
動
物
な
ど
の
自

然
と
向
き
合
っ
て
動
物
対
策
な
ど
を

考
え
出
し
て
き
た
祖
父
だ
か
ら
こ
そ

最
小
限
の
労
力
で
続
け
ら
れ
て
き
た

の
だ
と
思
っ
た
。

祖
父
は
私
に
「
米
は
八
十
八
と
書

い
て
米
。
八
十
八
も
の
手
間
を
か
け

て
作
っ
て
い
る
か
ら
な
ん
だ
よ
。
」

と
教
え
て
く
れ
た
。
今
ま
で
何
気
な

く
食
べ
て
い
た
米
に
は
祖
父
の
手
間

「
明
日
、
こ
の
時
間
か
ら
田
ん
ぼ

の
周
り
の
草
刈
り
だ
よ
。
暑
い
な

あ
。
」
今
年
の
八
月
四
日
午
後
三

時
、
父
は
私
に
言
っ
た
。
そ
の
顔
は

少
し
嫌
そ
う
で
は
あ
っ
た
け
ど
、
本

当
に
嫌
と
い
う
顔
で
は
な
か
っ
た
。

私
は
田
ん
ぼ
の
ま
わ
り
の
草
を
刈
っ

て
も
稲
に
影
響
な
ん
て
な
い
と
思
っ

て
い
た
。
母
に
聞
い
て
み
た
と
こ
ろ

害
虫
か
ら
稲
を
守
る
に
は
必
要
不
可

欠
ら
し
い
、
と
言
っ
て
い
た
。

私
の
母
方
の
祖
父
母
は
農
業
を
営

ん
で
い
る
。
私
も
よ
く
妹
や
い
と
こ

と
に
わ
と
り
小
屋
へ
卵
を
取
り
に
行

っ
た
り
畑
を
た
が
や
し
た
り
し
た
。

に
わ
と
り
が
恐
く
て
小
屋
に
入
る
こ

と
が
出
来
ず
、
祖
父
に
取
っ
て
も
ら

っ
た
こ
と
も
あ
る
。
畑
を
た
が
や
す

と
き
は
く
わ
が
重
く
て
振
り
上
げ
る

こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
ま
た
、
米

作
り
で
は
田
ん
ぼ
が
深
く
て
入
っ
て

も
足
が
は
ま
っ
て
し
ま
っ
て
身
動
き

が
出
来
な
か
っ
た
。
私
に
こ
の
頃
で

き
た
の
は
草
む
し
り
く
ら
い
だ
っ

た
。
幼
い
頃
の
私
に
と
っ
て
農
業
と

の
ふ
れ
あ
い
は
困
難
続
き
だ
っ
た
。

し
か
し
、
田
ん
ぼ
の
近
く
に
住
む
友

達
が
出
来
た
。
そ
の
子
は
農
業
を
手

伝
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
出
会
え
た
友

達
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
農
業
を
通
し

て
自
然
に
触
れ
、
父
や
母
、
祖
父
母

の
普
段
と
は
違
っ
た
一
面
も
見
る
こ

と
が
出
来
た
。
み
ん
な
で
畑
仕
事
を

し
た
こ
と
は
今
で
も
忘
れ
る
こ
と
の

な
い
思
い
出
に
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
私
が
農
業
を
手
伝
っ
て
い

た
と
き
の
一
番
の
楽
し
み
は
食
事
会

だ
っ
た
。
と
れ
た
て
の
野
菜
を
使
っ

た
祖
母
の
料
理
を
ほ
お
ば
っ
て
、
そ

の
日
の
大
変
だ
っ
た
こ
と
、
お
も
し

ろ
か
っ
た
こ
と
を
話
し
た
。
農
作
業

を
し
て
い
る
と
き
は
大
変
だ
っ
た
け

ど
、
そ
れ
を
一
緒
に
乗
り
越
え
た
み

ん
な
と
過
ご
す
時
間
は
格
別
だ
っ

た
。私

に
と
っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い
出
来

大
原

お

お

は

ら

実
莉

み

の

り

（
北
小
学
校
３
年
）

神
宮
寺

じ

ん

ぐ

う

じ

真
結

ま

ゆ

（
鶴
巻
小
学
校
４
年
）

山
下

や

ま

し

た

穂
乃
佳

ほ

の

か

（
大
根
中
学
校
３
年
）

内
田

う

ち

だ

栞
維

か

い

（
本
町
小
学
校
２
年
）

外
山

と

や

ま

侑
樹

ゆ

う

き

（
堀
川
小
学
校
６
年
）

外
種
子
田

ほ

か

た

ね

だ

楓
か
え
で

（
南
中
学
校
３
年
）

秦
野
市
教
育
長
賞

秦
野
市
教
育
長
賞

秦
野
市
長
賞

秦
野
市
長
賞

ＪＡはだのの年末年始の一般業務は、年内は月日（金）

午後５時まで、新年は１月４日（金）の午前８時分からで

す。

それ以外の業務は次の通りです。

金融関係▶ＡＴＭ＝通常通り稼働（特産センター渋沢店は午前

９時から午後９時）。上支所は日（土）から３日

（木）まで不稼動。※３日（木）は全ＡＴＭが不稼

働。

キャッシュカードなどの紛失・盗難

▶キャッシュカード・通帳＝日(土)から３日(木)

は、ＪＡバンク神奈川盗難・紛失受け付け専用ダイ

ヤル☎0120－50－9674。

▶ＪＡカード＝ＪＡカード(ニコス)☎0120－15－967

4。

共済関係▶自動車事故＝29日（土）から３日（木）は、24時間

受け付けのフリーダイヤル☎0120－25－8931へ。

経済関係▶東給油所・西給油所＝年末は日（月）まで、年始

は４日（金）から営業。ただし日（月）の営業時

間は午前７時分から午後６時まで。

▶指定給油所（神奈川石油㈱直営店）＝セルフＲ246

ハタノ（名古木）、セルフ片岡（平塚市片岡）、セ

ルフ中井（中井町井ノ口）：年中無休（時間営

業）。

▶プロパン＝年末は日（金）まで、年始は４日(金)

から平常業務。日（土）から３日（木）までＪＡ

－ＬＰガス集中監視センターが時間対応。☎0120

－182－571。

▶灯油の配送＝年末年始の配送については、最寄りの

各支所・支店までお問い合わせください。

▶重油の配送＝小型配送：27日（木）午前11時までの

受注分は29日（土）に配送。大型配送：27日（木）

午前10時までの受注分は29日（土）に配送。28日

（金）午前10時までの受注分は30日（日）、31日

（月）、２日（水）、３日（木）、４日（金）、５

日（土）に配送。

▶ＪＡグリーン・農機センター＝年末は日（日）ま

で、年始は４日（金）から平常業務。

▶農機緊急対応＝日（月）から３日（木）は担当職

員が自宅待機。携帯電話☎090－4937－1764。

▶施設暖房用機械故障の対応＝ネポンサービスセンタ

ー☎046－247－3195。

葬祭関係▶セレモニーホール＝年末は日（月）まで。午前８

時分から午後５時までは同ホールへ連絡。日

（月）午後５時から３日（木）はフリーダイヤル☎

0120－34－7474に連絡。４日（金）から平常業務。

３日（木）の通夜対応可。

営農関係▶東支所もみすり機能付き自動精米機＝年末は日

（月）午後６時まで、年始は４日（金）午前７時

分から営業。本所・大根支所・北支所の自動精米機

は時間365日使用可能（もみすり機能はありませ

ん）。

店舗関係▶じばさんず＝年末は日(月)まで、年始は４日(金)

から営業。ただし日（月）の営業時間は午前９時

から午後３時。

▶特産センター渋沢店＝年末は日（月）まで、年始

は４日（金）から営業。ただし日（月）の営業時

間は午前９時から午後４時分。

はだの都市農業支援センター＝年末は日（金）まで、年始は

４日（金）から平常業務。

㈱協同コンサルトはだの＝年末は日（火）まで、年始は６日

（日）から平常業務。

年末年始業務のお知らせ年末年始業務のお知らせ

ＪＡグリーンはだのは１月日(金)

～日（日）、種子を除いた全ての生

産資材を３％引きで販売します。お得

なこの機会にぜひご購入ください。

お問い合わせはＪＡグリーンはだのま

で。☎－7719

〈
俳
句
〉
（
酒
井

敏
光

選
）

落
ち
葉
降
る
変
わ
ら
ず
老
い
に
も
若
き
に
も

石
原

松
枝
（
渋

沢
）

天
守
閣
染
め
て
夕
日
の
十
二
月柴

崎

和
子
（
渋

沢
）

豊
の
秋
農
業
ま
つ
り
の
二
等
賞髙

橋

順
子
（
大
秦
町
）

山
茶
花
の
朝
掃
く
箒
買
い
に
け
り

柳
川
み
ち
子
（
栄

町
）

悪
ガ
キ
を
祝
う
親
ば
か
七
五
三佐

藤
英
美
子
（
南
矢
名
）

立
ち
読
み
て
得
た
る
知
識
や
冬
料
理

森
高

由
子
（
渋

沢
）

良
き
風
や
良
き
日
当
り
に
掛
け
大
根

高
島
美
和
子
（
名
古
木
）

時
雨
る
る
や
鶯
張
り
の
渡
り
廊吉

田

清
美
（
渋

沢
）

日
だ
ま
り
の
陽
を
裏
返
す
日
向
ぼ
こ

菊
池
と
し
え
（
菩

提
）

年
の
暮
れ
喪
中
の
知
ら
せ
又
届
く

志
賀

明
子
（
渋

沢
）

小
春
日
や
平
穏
無
事
の
寺
の
鐘芦

川

松
江
（
八

沢
）

可
も
不
可
も
老
い
を
曝
し
て
年
暮
る

選
者

〈
短
歌
〉
（
久
保
寺

富
男

選
）

隠
岐
離
る
る
船
に
望
め
ば
水
平
線
に

夕
日
沈
み
て
漁
火
瞬
く

石
田
こ
ず
ゑ
（
水
神
町
）

評

隠
岐
の
島
の
旅
を
終
わ
ろ
う
と
し
て
、
今
し

船
は
岸
壁
を
離
れ
た
。
は
る
か
に
望
む
水
平

線
に
は
夕
日
が
沈
み
、
し
だ
い
に
明
る
さ
の

失
わ
れ
つ
つ
あ
る
海
面
に
は
、
漁
り
船
の
明

か
り
が
瞬
い
て
い
る
。
旅
の
メ
ラ
ン
コ
リ
ー

が
し
っ
と
り
と
う
た
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

小
松
菜
と
梅
干
添
え
て
伏
す
妻
に

運
び
て
行
か
む
炊
き
立
て
の
粥細

田

富
士
（
千

村
）

切
り
枝
を
高
く
積
み
上
げ
丹
沢
に

競
い
て
採
り
し
遠
き
日
思
え
り今

井

か
め
（
羽

根
）

わ
ら
わ
ら
と
逃
げ
い
だ
し
た
る
ダ
ン
ゴ
ム
シ

鉢
皿
の
下
が
す
み
か
な
り
し
か八

木

実
（
鶴
巻
北
）

生
垣
に
夏
の
名
残
か
一
叢
の

霜
枯
れ
て
咲
く
朝
顔
の
花

久
保
田

浩
（
寺

山
）

山
間
の
い
こ
い
の
村
に
て
老
人
会
の

秋
の
夕
餉
は
時
を
わ
す
れ
さ
す伊

東

久
（
渋

沢
）

堺
杭
ぬ
い
て
わ
れ
ら
が
土
地
な
る
ぞ

勝
手
を
通
す
輩
の
あ
り
ぬ

峰

孝
子
（
千

村
）

終
活
て
ふ
言
葉
幾
た
び
も
聞
く
日
な
り

生
死
は
神
の
意
の
ま
ま
な
る
に

選
者

税務相談日 １月日（木）
午前９時分～

法務相談日 １月日（月）
午後１時分～

場所 本町支所
予約制ですので、事前にお電話にてご予約をお願い
します。受け付け順に相談時間が決まります。

受け付け・ご予約は㈱協同コンサルトはだの

☎－

結婚相談日

１月日（木）

時間 午前９時～正午

場所 本所農業団地センター

１階

お問い合わせ

組織教育課☎－7714

2018年度書道図画作文コンクール
入賞作品秦野市農業協同組合長賞

つながり
南中学校３年

吉門
よ し か ど

莉々菜
り り な

わ
た
し
の
オ
ク
ラ
イ
オ
ン

渋
沢
小
学
校
２
年

穴
吹

あ

な

ぶ

き

日
咲

ひ

さ

農
家
さ
ん
あ
り
が
と
う


末
広
小
学
校
６
年

花
井

は

な

い

深
雪

み

ゆ

き

ＪＡグリーンは農家を応援ＪＡグリーンは農家を応援

生 産 資 材 ３ ％
オフキャンペーン
１月日(金)～日(日)

Ｊ Ａ は だ のＪ Ａ は だ の 地域･情報 第号 第号 作品表彰（） 年(平成30年)月日(水曜日) 年(平成30年)月日(水曜日) （）
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儰
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人

間

ド

ッ

ク

の

予
約
受
付
に
つ
い
て

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は
今
年
初
め

て
、
人
間
ド
ッ
ク
の
集
団
受

診
日
を
設
け
ま
し
た
。
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
日
時

２
月

日(

水)

午
前
７
時

分
に
本
所
集
合

（
バ
ス
送
迎
）

◎
場
所

Ｊ
Ａ
健
康
管
理

セ
ン
タ
ー
あ
つ
ぎ

◎
対
象

組
合
員
と
そ
の

家
族

※
先
着

人
（
う

ち
、
胃
カ
メ
ラ
先
着
９
人
）

◎
申
し
込
み
先

各
支
所

・
支
店
の
窓
口
で
受
け
付
け

◎
申
し
込
み
締
め
切
り

１
月

日
（
木
）

お
問
い
合
わ
せ
は
生
活
福

祉
課
ま
で
。
☎

－
７
６
６

１

◎
勤
務

週
３
日
以
上

（
月
に
１
回
土
曜
出
勤
有

り
、
日
・
祝
日
は
休
み
）

◎
待
遇

交
通
費
規
定
支

給
、
社
会
保
険
加
入
（
週
４

日
以
上
勤
務
の
方
）

お
問
い
合
わ
せ
は
Ｊ
Ａ
は

だ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
ま
で
。

☎

－
７
２
１
０

方
。
実
務
経
験
が
あ
る
方
、

介
護
保
険
認
定
調
査
が
で
き

る
方
歓
迎

◎
時
給

１
５
０
０
円

◎
時
間

午
前
８
時

分

～
午
後
５
時
（
休
憩
１
時

間
）

※
時
間
・
勤
務
日
は
応
相

談
◎
待
遇

制
服
貸
与
、
交

通
費
規
定
支
給

◇
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

◎
資
格

要
普
通
免
許
、

パ
ソ
コ
ン
操
作
の
で
き
る

免
許◎

時
給

１
２
０
０
円

（
土
日
祝
の
加
給
有
り
）

※
採
用
後
３
カ
月
ま
で
は

時
給
１
０
０
０
円

◎
時
間

午
前
８
時
～
午

後
６
時

職
場
で
す
。
お
気
軽
に
お
電

話
く
だ
さ
い
。

◇
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

◎
業
務
内
容

訪
問
介
護

◎
資
格

介
護
職
員
の
初

任
者
研
修
修
了
者
（
旧
ヘ
ル

パ
ー
２
級
以
上
）
、
要
普
通

Ａ
く
み
あ
い
利
用
券
５
０
０

円
分
（

人
）

◎
対
象
期
間

２
月

日

（
木
）
午
後
３
時
ま
で

◎
当
選
者
の
発
表

３
月

上
旬
ご
ろ
、
当
選
者
に
電
話

で
連
絡
し
ま
す
。

加
工
相
談
会
を
開
催

農
産
加
工
品
を
テ
ー
マ
に

し
た
相
談
会
で
す
。
ど
な
た

で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

◎
日
時

１
月

日(

水)

午
前

時
～
午
後
４
時

◎
場
所

本
所
農
業
団
地

セ
ン
タ
ー
２
階

調
理
実
習

室
◎
内
容

午
前
は
、
県
農

業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
職
員
に

よ
る
講
義
・
実
演
。
午
後

は
、
個
別
の
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
生
活
福

祉
課
ま
で
。
☎

－
７
６
６

１ホ

ー

ム

ヘ

ル

パ

ー

と

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
募
集

Ｊ
Ａ
は
だ
の
ケ
ア
セ
ン
タ

ー
で
は
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

と
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
働
き
や
す
い

支
所
・
支
店
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
生
活
福

祉
課
ま
で
。
☎

－
７
６
６

１
や
さ
い
部
会
施
設
部
が

キ

ャ

ン

ペ

ー

ン

や
さ
い
部
会
施
設
部
は
Ｊ

Ａ
は
だ
の
創
立

周
年
を
記

念
し
、
じ
ば
さ
ん
ず
で
「
感

謝
そ
し
て
未
来
へ
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中

に
、
対
象
の
野
菜
な
ど
に
貼

ら
れ
て
い
る
シ
ー
ル
を
５
枚

集
め
、
同
店
に
あ
る
応
募
用

紙
に
貼
っ
て
応
募
箱
に
投
函

す
る
と
、
抽
選
で
合
計

人

に
下
記
の
豪
華
賞
品
が
当
た

り
ま
す
。

◎
賞
品

施
設
部
賞
・
市

内
い
ち
ご
狩
り
ペ
ア
招
待
券

（
５
組

人
）
、
感
謝
賞
・

神
奈
川
県
産
は
る
み
５
㌔

（
６
人
）
、
未
来
へ
賞
・
Ｊ

を
含
む
）
を
過
半
数
以
上
含

む
９
人
以
上

人
以
内
（
内

女
性
１
人
以
上
。
中
学
生
・

高
校
生
・
大
学
生
は
４
人
以

内
）
の
チ
ー
ム
と
し
、
試
合

中
は
女
性
１
人
が
常
時
出
場

す
る
。
人
数
に
は
、
チ
ー
ム

代
表
者
お
よ
び
監
督
を
含

む
。◎

募
集
チ
ー
ム

各
地
区

１
チ
ー
ム
以
上

◎
試
合
方
法

ト
ー
ナ
メ

ン
ト
方
式

※
ル
ー
ル
は
第

回
Ｊ
Ａ

は
だ
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

実
行
委
員
会
お
よ
び
チ
ー
ム

代
表
者
会
議
で
決
定
す
る
。

◎
申
込
方
法

参
加
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

１
月

日
（
月
）
ま
で
に
各

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
に
参
加
を

組
合
員
の
健
康
増
進
と
相

互
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
「
第

回
Ｊ
Ａ
は
だ
の

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
を
開

催
し
ま
す
。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

を
楽
し
み
な
が
ら
、
気
持
ち

の
良
い
汗
を
流
し
ま
せ
ん

か
。◎

開
催
日
時

３
月
３
日

（
日
）
午
前
９
時
開
会

※
雨
天
の
場
合
は
９
日

（
土
）
に
延
期
。
両
日
が
雨

天
の
場
合
は
中
止
。

◎
会
場

な
で
し
こ
運
動

広
場
多
目
的
広
場

◎
チ
ー
ム
編
成

原
則
、

大
字
単
位
で
組
合
員
（
家
族

ら
れ
た
。

っ
て
盛
り
立
て
、
仲
間
づ
く

り
の
意
識
を
高
め
た
こ
と
を

発
表
し
た
。

『
家
の
光
』
記
事
活
用
の

部
に
出
場
し
た
東
支
部
の
小

泉
裕
子
さ
ん
は
「
踏
み
出
す

勇
気
を
与
え
て
く
れ
た
家
の

光
」
を
テ
ー
マ
に
、
『
家
の

光
』
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞

し
た
食
農
紙
芝
居
や
、
家
の

光
大
会
で
感
銘
を
受
け
た

「
ほ
め
日
記
」
な
ど
自
身
と

『
家
の
光
』
の
関
係
を
発
表

し
た


２
人
の
活
動
発
表
に
は
、

会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送

平
成

年
度
生
活
文
化
活

動
体
験
発
表
会
（
神
奈
川
県

家
の
光
大
会
）
が

日
、
横

浜
市
の
Ｊ
Ａ
グ
ル
―
プ
神
奈

川
ビ
ル
で
開
か
れ
た
。
各
Ｊ

Ａ
の
代
表
者
が
テ
ー
マ
に
合

わ
せ
て
各
自
の
活
動
を
発

表
。
Ｊ
Ａ
は
だ
の
か
ら
は


人
が
参
加
し
た
。

発
表
で
は
、
女
性
部
活
動

体
験
発
表
の
部
に
本
町
支
部

の
栗
原
博
美
さ
ん
が
「
明
る

く
、
楽
し
く
、
和
気
あ
い
あ

い
と
」
と
題
し
、
高
齢
化
に

伴
い
存
続
の
危
機
に
あ
っ
た

本
町
支
部
を
部
員
一
丸
と
な

の
品
ぞ
ろ
え
や
増
殖
用
の
親

株
な
ど
、
や
む
を
得
な
い
場

合
は
出
荷
物
と
同
等
の
防
除

管
理
を
す
る
よ
う
心
掛
け
て

く
だ
さ
い
。

持
ち
込
み
植
物

趣
味
の
植
物
な
ど
を
生
産

温
室
に
入
れ
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
外
部
か
ら

新
し
い
ミ
カ
ン
キ
イ
ロ
ア
ザ

ミ
ウ
マ
を
持
ち
込
む
リ
ス
ク

と
い
ず
れ
発
生
源
と
な
る
リ

ス
ク
の
両
方
を
抱
え
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

ミ
カ
ン
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ

マ
は
、
薬
剤
抵
抗
性
が
発
達

し
て
い
る
と
い
う
点
で
難
防

除
害
虫
と
さ
れ
ま
す
が
、
ア

ザ
ミ
ウ
マ
類
の
一
種
で
あ

り
、
生
物
で
す
。
生
態
を
見

極
め
、
ま
ず
は
自
園
で
の
発

生
源
を
断
ち
、
密
度
を
減
ら

す
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。

（
藤
平
）

を
敷
く
と
良
い
で
し
ょ
う
。

無
駄
花

前
述
の
通
り
、
ミ
カ
ン
キ

イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
は
花
粉
を

餌
と
す
る
た
め
、
無
駄
な
蕾

（
つ
ぼ
み
）
や
花
を
い
か
に

早
い
段
階
で
整
理
、
除
去
す

る
か
が
防
除
の
ポ
イ
ン
ト
に

な
り
ま
す
。

除
去
し
た
蕾
や
花
は
温
室

内
や
周
囲
に
放
置
せ
ず
、
ビ

ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
入
れ
て
口

を
縛
り
、
ま
と
め
て
か
ら
搬

出
し
ま
し
ょ
う
。

出
荷
し
な
い
鉢
物
類

出
荷
を
逸
し
た
鉢
物
類
を

温
室
内
に
置
い
て
お
く
ケ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
。
手
が
入
ら

ず
無
駄
花
を
咲
か
せ
て
し
ま

う
た
め
、
い
ず
れ
ミ
カ
ン
キ

イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
の
発
生
源

と
な
り
ま
す
。
あ
る
時
期
で

一
斉
処
分
す
る
か
、
直
売
で

け
を
食
害
す
る
の
で
は
な

く
、
普
段
は
温
室
内
や
温
室

周
囲
に
身
を
潜
め
、
世
代
を

重
ね
て
い
ま
す
。
薬
剤
選
び

の
前
に
、
次
の
点
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
く
だ
さ
い
。

温
室
内
や
周
囲
の
雑
草

温
室
の
隅
や
通
路
、
棚

下
、
周
囲
に
生
え
て
い
る
雑

草
は
、
ミ
カ
ン
キ
イ
ロ
ア
ザ

ミ
ウ
マ
に
と
っ
て
格
好
の
繁

殖
場
所
と
な
り
ま
す
。
ミ
カ

ン
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
は
主

に
花
粉
を
餌
と
し
て
い
ま

す
。
従
っ
て
、
雑
草
に
付
く

小
さ
な
花
の
花
粉
も
栄
養
源

と
な
り
ま
す
。

雑
草
の
防
除
は
ミ
カ
ン
キ

イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
の
防
除
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。
雑
草
は

種
子
を
つ
け
る
前
に
小
ま
め

に
除
草
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
省
力
の
た
め
に
は
温
室

周
囲
や
棚
下
に
防
草
シ
ー
ト

ミ

カ

ン

キ

イ

ロ

ア
ザ
ミ
ウ
マ
の
発
生
源

温
室
花
き
で
年
間
を
通
じ

て
ミ
カ
ン
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ

マ
の
発
生
に
悩
ま
さ
れ
て
い

る
生
産
者
の
多
く
は
、
出
荷

部
位
の
被
害
の
み
に
着
目
し

が
ち
で
す
。
ミ
カ
ン
キ
イ
ロ

ア
ザ
ミ
ウ
マ
は
出
荷
部
位
だ

｢

漬
物｣｢

落
花
生
あ
ん｣

の
３

種
類
を
指
導

具
材
を
包
み

や
す
く
す
る
た
め
に
食
材
を

細
か
く
刻
む
よ
う
に
指
示

し
、
生
地
の
硬
さ
や
包
み
方

な
ど
も
教
え
た
。
試
食
の
時

に
は
、
小
麦
や
漬
物
な
ど
の

材
料
は
全
て
秦
野
産
を
使
用

し
て
い
る
と
説
明
し
、
普
段

の
買
い
物
で
も

地
産
地
消
を
心

掛
け
る
よ
う
呼

び
掛
け
た
。

参

加

者

は

「
簡
単
だ
か
ら

家
で
子
ど
も
と

作
れ
そ
う
」
と

話
し
た
。

南支部

ふ
る
さ
と
料
理

教
室南

支
部
は


日
、
南
公
民
館
で

「
ふ
る
さ
と
料
理
教
室
」
を

開
い
た
。
南
幼
稚
園
の
園
児

の
母
親

人
が
、
お
や
き
作

り
を
体
験
し
た
。

部
員
は｢

野
菜
み
そ
炒
め｣

儴儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰

儴儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
の
ブ
ッ
フ
ェ

で

種
以
上
の
料
理
を
堪
能

し
、
「
ル
ミ
ネ
ｔ
ｈ
ｅ
よ
し

も
と
」
で
豪
華
タ
レ
ン
ト
に

よ
る
漫
才
や
コ
ン
ト
を
満
喫

し
た
。

ス
」
を
訪
れ
、
施
設
内
に
あ

る
５
つ
の
ブ
ー
ス
を
見
学
。

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
の
歴
史
や
品
質

保
持
の
方
法
な
ど
を
学
び
、

旬
の
野
菜
に
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
ソ

ー
ス
を
付
け
て
味
わ
っ
た
。

そ
の
他
、
昼
食
で
は
京
王

本町支部

支
部
旅
行

本
町
支
部
は


月

日
、
東
京
方

面
で
支
部
旅
行
を

開
い
た
。
部
員


人
が
参
加
し
た
。

部
員
は
、
キ
ユ
ー
ピ
ー
㈱

の
体
験
型
施
設
「
マ
ヨ
テ
ラ

儴儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰

儴儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰

万
が
一
の
備
え
と
し
て
良
い

勉
強
に
な
っ
た
」
と
話
し

た
。

「
普
段
見
る
こ
と
が
な
い
日

銀
の
施
設
を
見
学
で
き
て
良

か
っ
た
。
災
害
時
の
体
験
は

内
を
訪
れ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
セ

ス
の
つ
ど
い
を
開
い
た
。
新

規
加
入
の
部
員
も
含
め

人

が
参
加
し
た
。

参
加
者
は
、
日
本
銀
行
本

店
を
訪
れ
、
職
員
の
案
内
で

施
設
内
を
見
学
。
組
織
概
要

や
役
割
の
他
、
紙
幣
の
流
通

や
管
理
方
法
な
ど
を
学
ん

だ
。
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

金
塊
や
紙
幣
１

億
円
分
を
持
ち

上
げ
、
重
さ
を

体
感
し
た
。

広
域
防
災
公

園
で
は
地
震
発

生
後

時
間
を

テ
ー
マ
に
、
災

害
発
生
時
に
自

力
で
生
き
抜
く

た
め
の
知
識
な

ど
を
学
ん
だ
。

参

加

者

は

日
銀
視
察
し

見
聞
広
め
る

フ

レ

ッ

シ

ュ

ミ
セ
ス
の
つ
ど
い

女
性
部
は
５
日
、
東
京
都

部
員
は
、
愛
知
県
岡
崎
市
の
「
㈱
カ

ク
キ
ュ
ー
八
丁
味
噌
の
郷
」
を
訪
れ
、

み
そ
蔵
を
見
学
し
な
が
ら
み
そ
造
り
の

歴
史
や
製
造
方
法
な
ど
を
学
習
。
見
学

後
は
、
み
そ
田
楽
や
み
そ
ソ
フ
ト
ク
リ

ー
ム
を
試
食
し
た
。

三
重
県
桑
名
市
に
あ
る
「
な
ば
な
の

里
」
で
は
、
国
内
最
大
級
の
ス
ケ
ー
ル

を
誇
る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
堪
能
。

全
長
２
０
０
㍍
の
光
の
ト
ン
ネ
ル
「
華

回
廊
」
や
、
植
物
と
光
が
共
演
す
る

「
紅
葉
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
」
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
演
出
さ
れ
た
場
内
を

巡
っ
た
。

そ
の
後
、
「
長
島
温
泉
ガ
ー
デ
ン
ホ

テ
ル
オ
リ
ー
ブ
」
の
大
自
然
に
囲
ま
れ

た
日
本
最
大
級
の
大
岩
露
天
風
呂
で
旅

の
疲
れ
を
癒
や
し
、
夕
食
を
味
わ
い
な

が
ら
旅
の
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ

た
。

女
性
部
は
６
、
７
の
２
日
間
、
愛
知
・
三
重

方
面
で
企
画
旅
行
を
実
施
し
た
。
部
員
相
互
の

交
流
を
深
め
る
こ
と
が
目
的
。
部
員
１
０
６
人

が
参
加
し
た
。

食べて 見て 楽しんで食べて 見て 楽しんで

企画旅行で親睦深める企画旅行で親睦深める
み
そ
蔵
で
大
き
な
樽
に
重
石
が
乗
っ
た
様
子
を
見
学

みそ蔵見学光を満喫

大根支部

南矢名上部４生活班

班長 髙橋
たかはし

栄子
え い こ

さん

わ
た
し
た
ち
は
班
員
４
人
の
班
で
す
。
南
矢
名
上

・
中
部
と
オ
レ
ン
ジ
ヒ
ル
の
地
域
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
家
が
離
れ
て
い
る
上
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し

て
い
る
仲
間
た
ち
な
の
で
普
段
の
集
ま
り
は
な
か
な

か
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
個
人
個
人
の
付
き
合
い

は
長
く
、
共
同
購
入
を
続
け
な
が
ら
顔
を
合
わ
せ
て

い
ま
す
。
年
度
末
に
は
全
員
で
食
事
を
し
な
が
ら
意

見
交
換
を
し
て
い
ま
す
。

女
性
部
の
行
事
へ
の
参
加
は
年
齢
や
そ
れ
ぞ
れ
の

都
合
の
関
係
で
難
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
で
き

る
限
り
参
加
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今

後
も
皆
で
仲
良
く
活
動
し
て
い
き
た
い
で
す
。

【１月のイベント】

☆「初売り」４日（金）

3000円相当の商品が入った福

袋を2000円で販売。個限定

ですので、お早めに！併せて

豚汁の無料配布も実施します

（なくなり次第終了）。

☆「焼き芋フェア」５日（土）

秦野産のサツマイモの食べ比

べができます。

☆｢七草がゆ無料配布｣６日(日)

はだの野菜ソムリエ倶楽部の

皆さんが、地場産野菜たっぷ

りのおかゆを振る舞います

（なくなり次第終了）。

☆「頑張れ受験生！｣日(土)

日（日）

精肉を８％引きで販売しま

す。

☆「乾物商品大集合｣日(土)

日（日）

乾物をはじめとした珍味の数

々をご用意。セット購入がお

得です。

☆「冬の健康対策」日（土）

寒い冬を乗り越えるため、体

が温まる商品を紹介します。

☆「大寒卵」日（日）

１年で最も寒い時期に生まれ

た卵は栄養豊富で健康に良い

と言われています。対象の卵

を店頭価格から％引きで販

売します。(一部商品を除く)

☆「国産豚の加工品」日(土)

この日限りの特売品をご用

意。試食すれば国産品のおい

しさを実感できますよ。

☆「みかんフェア」日（土)

日（日）

秦野産ミカンの食べ比べがで

きます。

☆「試食の日」毎週火曜日

旬の野菜を使ったお手軽料理

をご紹介します。

☆「お米の日」毎週水曜日

店頭価格から％引き。

☆「肉の日」毎週木曜日と日

店頭価格から５％引き。

☆「たまごの日」毎週月・金曜

日

店頭価格から％引き。※一

部商品除く。

◎８日（火）は定休日です。

生
活
文
化
活
動
体
験
発
表
会

栗
原

小
泉

健
闘

発表者と応援に駆け付けた部員

日
銀
の
概
要
な
ど
を
学
習

道
祖
神
紹
介
の
本
寄
贈

寺
山
の
武
勝
美
さ
ん

寺
山
の
武
勝
美
さ
ん
が
、
全
国
各
地
の
道
祖
神
を

ま
と
め
た
著
書
『
続

Ｋ
ａ
ｔ
ｓ
ｕ
ｍ
ｉ

Ｉ
ｎ

道
祖
神
ワ
ン
ダ
ー
ワ
ー
ル
ド

道
祖
神
の
里
め
ぐ

り
』
を
Ｊ
Ａ
は
だ
の
図
書
室
に
寄
贈
し
た
。

武
さ
ん
は
、
２
０
１
６
年
か
ら
の
２
年
間
で
約


の
市
町
村
を
訪
問
。
現
地
で
取
材
し
た
道
祖
神
の
写

真
や
地
元
に
伝
わ
る
逸
話
な
ど
を
Ｂ
５
判
１
２
８
㌻

に
ま
と
め
た
。
武
さ
ん
は
「
農
家
に
と
っ
て
大
事
な

神
様
で
も
あ
る
道
祖
神
の
魅
力
を
、
多
く
の
人
に
伝

え
た
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

お
や
き
の
包
み
方
を
指
導

2018年度女性部座談会日程表

１月日(月)

１月日(火)

１月日(水)

１月日(木)

９：～：

会場

大根支所

（大根）

北矢名児童館

（大根）

鶴巻支店

（大根）

西大竹会館

（南）

秦野駅前支店

（南）

名古木会館

（東）

東支所

（東）

黒木欠畑会館

（西）

渋沢公民館

（西）

堀山下関

自治会館(西)

：～：

会場

蓑毛下会館

（東）

本町支所

（本町）

三屋会館

（北）

南平会館

（大根）

かわじ荘

：～(上)

宮町会館

（南）

西支所

（西）

菩提中会館

（北）

１月の女性部行事予定表１月の女性部行事予定表

８日（火） ：～清掃活動

〃 ：～本部役員会

〃 （終了後）新年会

日（土） ：～女性部文化交流会

日（火） ９：～支部役員会（大根・南）

〃 ：～大根支部「親睦会」

〃 ：～支部役員会（本町）

日（水） ９：～支部役員会（東・西）

〃 ９：～ＪＡ助け合い組織担当者および

ＪＡ女性組織担当者合同交流会

〃 ：～支部役員会（北・上）

日（木） ９：～本町支部「アレンジフラワー」

日（金） ９：～北支部「料理講習会」

日（水） ：～第回ＪＡ全国女性大会

（日まで）

日（木） ：～ＪＩＣＡ視察受け入れ

日（金） ９：～目的別趣味グループ代表者会議

および文化交流会反省会

日（月） ：～上支部「意見交換会」

マ
ヨ
テ
ラ
ス
を
訪
れ
た
部
員

シール見本

（） 年(平成30年)月日(水曜日) 年(平成30年)月日(水曜日) （）女性部 第号 第号 地域･情報Ｊ Ａ は だ の Ｊ Ａ は だ の


